
令和 2年度   保育園事業報告 

              社会福祉法人 櫻心会 

                    おひさまリリー保育園 

 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の広がりに、保育現場も様々な検討

や判断を迫られ、大きな影響を受けた１年だった。 

 新たに嘉島町に保育園を開設したが、入園式・開園式も出来ずスタートした。 

また、予定していた行事の中止を余儀なくされた。しかし、このような困難な状

況でも、保育をストップさせることなく、子どもたちの育ちを保証するため、職

員も日々明るく保育に務め、保護者とも丁寧に係わってくれたことに感謝してい

る。子どもの命を守ることを園生活の基本とし、子どもが自発的に活動できるよ

う計画的な環境構成についても研修において学ぶことができた。また、保護者と

の関係を密にし、温かい雰囲気の保育園作りに努めた。 

 

1. 家庭や地域社会との連携について 

(1)保育園と家庭との連携を密にするため「クラスだより」・「園だより」を毎月発

行した。園からのお便りは毎日の保育の様子や献立をアプリで配信することで、

保育に対する各家庭の理解と協力を求めた。子どもたちの様子を写し可視化し

ていく事で各家庭から好評を頂いた。 

（2）プランターに花を植え、手紙を添えて近くの老人施設にプレゼントした。とて 

も喜んでもらえた。 

（3）コロナ禍のため感染予防を十分に行い、運動会・発表会には保護者や祖父母を 

 招いて行った。また、運動会の開催前に開園式を行った。町長・行政関係・役

員に来て頂き盛会に開催することがでした。 

 

2. 保育活動について 

（1）働く母親が増加する中、家庭での親子の触れ合いが少ない今、保育士はそれぞ 

れの子どものスキンシップに心がけ児童の情緒の安定を図り、明るく思いやり

のある元気な子を目標に努力した。 

（2）近くの畑を借り、菜園活動に力を入れた。収穫した野菜をクッキング保育にお

いて自分達で調理し、食べることで食育の大切さを教えた。 

（3）体操教室を月３回（火曜日）行った。幼児期は一番神経系が発達する時期だと 

言われている。リズム運動で体を柔軟にし、多種多様の運動スポーツがライフ

スタイルの一部となり、好きになり、自信をつけ、心と体を鍛え健康な子ども

に育つことを願って行った。 



（4）英語教室を月３回（木曜日）行った。3歳までは、どんな音でも聞いたままに

オウム返しできる。また、あらゆる言語の習得が可能である。英語を言葉で

はなく音として聞く事。乳幼児英語教育の経験豊富なカヨコ先生と本物の英

語で触れ合う時間を大切にした。 

（5）保育参観や祖父母参観を予定していたが、コロナウイルス感染症拡大予防のた 

め中止となった。 

 

3. 給食について 

   子どもの発育に必要な栄養のバランス及び栄養量を考慮し、献立を作成した。 

また、子ども達が喜んで食べるように色彩感あふれる給食を出した。 

毎日の昼食をアプリ配信したので、とても保護者に喜んで貰えた。 

 

4. 職員研修について   

コロナ感染拡大予防のためリモート研修会に多く参加し、職員の資質の向上

に努めた｡また、職員会議において出張報告を行った｡ 

 

5. 保険､安全等について 

（1）嘱託医に依頼して、園児に 7 月と 11 月に健康診断検診を 6 月に歯科検診を

実施し治療の必要な子は治療してもらった。       

   未受診の子どもについても後日病院に連れて行き全園児についても健康状 

態の把握を行った。 

（2）職員の健康診断も全職員受診した。                                                                                            

 （3）保育環境の整備については、いつも園庭の花を絶やさないように努めた。 

 

6. 地域活動  

(1) 地域のボランティア活動に職員でが参加し、近くの道の空き缶拾いをした。 

 

 


